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アセロラ アミスター10FL ◎

グアバ アミスター10FL 果

フロンサイド水 　 ◎

◎ ◎

◎

オーソサイド水80 　 ◎

アミスター10FL 　 ◎

ストロビーDF 　 ◎

コサイド3000DF ◎ ◎

オーソサイド水80 ◎ ◎

ダコニール1000FL ◎

ベンレート水㋬ ◎

アミスター10FL ◎

㋠：チオファネートメチル含有剤 ㋬：ベノミル含有剤 ㋠を使用した場合に
は同じ作での㋬は使用しないこと。その逆も同様（種子への処理および塗布処
理を除く、詳細はP.856参照）。

グアバの葉は農薬取締法上は野菜なので、葉を食用として収穫利用する場合
には果樹類で登録がある農薬は使用できず、野菜類で登録のある農薬を使用で
きる。*a:開花期まで　*b:植付時　*c:植付前
果:果実を収穫利用する場合の登録

パイナップ
ル

ピタヤ
(ﾄﾞﾗｺﾞﾝ
　ﾌﾙｰﾂ)

そそのの他他のの熱熱帯帯果果樹樹(果樹類の登録農薬も使用できる)

パパイヤ
(パパイア)

バナナ

アリエッティ水 　
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アクタラ顆溶 ◎

アドマイヤーFL 劇 ◎

モスピラン顆溶 劇 ◎

ダニトロンFL ◎

アタックオイル ◎

アドマイヤー顆水 劇 コ

マイトコーネFL ◎

スピノエース顆水 葉

アクタラ顆溶 ツ

マトリックFL ハ

サンマイト水 劇 果

モスピラン顆溶 劇 ◎

コテツFL 劇 カ

カネマイトFL ◎

チェリモヤ ダニトロンFL カ

ダントツ溶 プ

アプロードFL ぱ

モベントFL パ

バナナ アクタラ顆溶 ◎

アタックオイル ◎

コロマイト乳 ◎
ＩＣボルドー66ＤFL ◎

ダントツ溶 ナ

カネマイトFL ◎

ピラニカ水 劇 ◎

ピタヤ(ﾄﾞﾗｺﾞﾝﾌﾙｰﾂ) アドマイヤーFL 劇 ◎

ボタニガードＥＳ乳 ヒ

モスピラン顆溶 劇 ◎

スターマイトFL ◎

グアバ

パパイヤ
(パパイア)

*a:春剪定直後　*b:植付前　*c:生育期～果実肥大  *d:発生前～発生初期　*e:発生初期
カ:カンザワハダニ　コ:コナカイガラムシ類
ナ:ナガカタカイガラムシ及びヒラタカタカイガラムシ　ツ:果実を食用とする場合に
バンジロウツノエグリヒメハマキで登録 (葉を食用とする場合使用不可)
ハ:果実を食用とする場合にハマキムシ類で登録（葉を食用とする場合使用不可）
パ:パイナップルコナカイガラムシで登録　ぱ：パイナップルコナカイガラムシ幼虫
ヒ:ハンエンカタカイガラムシ類及びヒラタカタカイガラムシ類で登録
プ:パイナップルコナカイガラムシ10秒間苗木浸漬
果:果実を収穫利用する場合の登録
葉:葉を収穫利用する場合にバンジロウツノエグリヒメハマキで登録

そそのの他他のの熱熱帯帯果果樹樹(果樹類の登録農薬も使用できる)

グアバの葉は農薬取締法上は野菜なので、葉を食用として収穫利用する場合には果樹類
で登録がある農薬は使用できず、野菜類で登録のある農薬を使用できる。

ゴレンシ
(ｽﾀｰﾌﾙｰﾂ)

アテモヤ

アセロラ

レイシ（ライチ）

パイナップル




